
 

学校名 　三原市立久井中学校

改善方策

１０月  1月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

①標準学力検査や生徒アンケー
トをもとに授業改善を行う。
②担当教科で学習者用端末を使
い授業改善を行う。

①「授業には自分から
積極的に取り組むこと
ができます。」に対する
肯定的な回答80％以上
②「クロームブックを使っ
た授業は自分たちにとっ
てわかりやすいと思いま
すか。」に対する肯定的
な回答80％以上。

①肯定的回
答９１．１％
②肯定的回
答９６．７％

①肯定的回
答８２．５％
②肯定的回
答９３．８％

①１００％
②１００％

①A
②A

①継続して選択肢と自己決定のある授業改善に
取り組んだ。また、校内研修で情報共有を行い、
具体的な取り組みについて話し合い対応した。ＱＵ
では全国と比べて、学習・学校生活においての項
目で全学級において優位性が見られた。
②各教科、各学級の活動の様々な場面でクローム
ブックを中心にICTを活用した。

①標準学力検査や生徒アンケートの情報共有
を行い、教員間で連携を取って生徒への取り組
みを行う。３学期に小中合同研修会を行い、小
中連携しながら来年度の方向性を確認する。
②生徒の学習がより効果的になるICTの活用
を、教員どうしで使用例を共有しながら進めて
いく。ＩＣＴ支援員を活用する。

〇

〇端末が授業内で有効に使われ
ていると思う。
〇学力向上のための授業研究を
さらに深めて下さい。
〇クロムブックを使った授業のさら
なる充実に期待します。

①フォロータイムの工夫
①学期に １回
  以上の参加

①学期に複
数回の参加

①学期に複
数回の参加

①100％ ①A
実施計画を立て、呼びかけを行うことで、効果的に時間
を使うことができた。クロームブックを活用し、生徒が自
分で学習する姿も見られた。

学習内容の検討を行い、生徒のつまづきに合
わせた復習を行う時間になるように工夫してい
く。教え合い学習も推進する。

〇

〇計画性・自主性は大切なので、
引き続き取り組みをお願いしま
す。
〇個々の生徒のつまづきに視点
をおいた取組にして下さい。

　家庭学習
の見直し

・学び方指導の充実
・「自主学習ノート」の指導と向上
・家庭学習の習慣化

①生徒一人一人の実態に応じた
課題の工夫
②生徒の自主学習の紹介

①実施した
　　　　100％
②学期に1回以
上の実施

①100％
②100％

①100％
②100％

①100％
②100％

①A
②A

①主体的に生徒が学習に取り組めるように各授業で選択肢と
自己決定のある授業を行った。授業をもとに自主学習ノートで
復習に取りくむ生徒も多くいた。
②参観日・学校行事や各学級において自主学習の紹介・交流
を行うことができ、その後の自主学習につなげる生徒の姿が見
られた。

①授業中の学び方の指導に加えて、課題の選
択肢も各教科で増やす。
②自主学習については生徒会執行部や委員会
の取り組みと関連付けて取り組みを進める。

〇
〇生徒会活動と結びつけた取り組
みに期待します。

豊
か
な
心

自己肯定感
が高い心豊
かな子ども
の育成

・不登校未
然防止
・地域貢献
意識の向上

・ＳＳＲの活用、相談体制の充実、
小中連携の充実
・生徒指導の三機能を生かした指
導と生徒会活動の活性化（自治能
力の育成）
・校則の見直し
・自主参加による地域ボランティア
活動の充実

①不登校等児童生徒支援会議
の計画的実施
②生徒指導に係る評価アンケー
トを全学年で実施する。
③学校行事への生徒満足度。
④地域ボランティア活動への参
加回数。

①週１回以上
②肯定的評価
    80％以上
③肯定的回答
   90％以上
④1回以上と回
答する生徒
50％以上

①１００％
②８９％
③９８％
④５９％

①１００％
②９３％
③９８％
④５１％

①１００％
②１００％
③１００％
④１００％

①A
②A
③A
④A

➀「自分にはよいところがあります」の質問に対す
る肯定的回答が９３%だった。
②生徒と話し合いをしながら生徒指導規程の見直
しを行うことができた。
③体育大会などの学校行事の運営に関して生徒
が主体的に取り組むことで、９８％の生徒が充実
感を得ることができた。
④ボランティア部を中心として、ボランティア手帳を
活用しながら半数以上の生徒が参加している。し
かし、ボランティア手帳を活用している生徒は３
９％だった。

①学級活動や学校行事等で活躍できる場を設
け、自己有用感・自己肯定感を高める取り組み
を行う。
②今後も定期的な生徒指導規程の見直しを行
う。
③学校行事を通して、リーダーシップや自己肯
定感が高まるように役割を持たせ、やり切ること
ができるように支援を行う。
④ボランティア部を中心に学校内に呼びかけを
行う。ボランティア手帳の活用も協議する。

〇

〇ＳＳＲの活用のさらなる充実に
期待します。
〇自己肯定感を高めるには自信
を持たせるための取組が大切で
す。
〇ボランティア活動の充実に期待
します。
〇地域とのつながりが素晴らしい
です。

・９カ年を見通した体力つくりのカ
リキュラムに基づく体育科授業の
工夫改善
・部活動の練習方法の工夫
　（個人目標・チーム目標による生
徒満足度の向上）

①「体力・運動能力調査」で全国
平均以上の種目の割合

①５０％以上 ①100％ ①37.5% ①75％ ①C
➀男女で16種目中6種目で全国平均値を上回るこ
とができた。

➀年度当初に実施をし、結果から保健体育の
授業において、課題を継続的に改善できるよう
に取り組んでいく。

〇

〇個人差が大きいので、改善を続
けるだけで達成にこだわらなくても
よいと思う。
〇年度の基準を固定されても良い
のでは。

　｢金のルール｣｢食育｣｢久井中
ノート｣による生活指導（早寝、早
起き、朝ご飯、食に関する関心の
向上）

①生活アンケートで、「自分の食
事について、栄養バランスなどを
意識して食事をしている」に対し
て、肯定的割合

①８０％以上 ①９１％ ①９１％ ①１００％ ①A

①保健委員により、給食ニュースを毎日読んで啓
発している。クロムブックを活用して家庭科の授業
やお弁当の日の取り組みを行っている。また、２年
生は食育推進委員をお招きし、「自分で作るお弁
当のおかず」について調理実習を行った。
保健室来室時には、生活習慣について個別指導
を行っている。

①保健や家庭科の授業での意識づけは継続し
て行っていく。講師を招いてのお弁当の日の実
施を来年度も予定している。

〇
・良い取組をしていると思う。
・お弁当の日のさらなる充実に期
待します。

・各たよりの発行
・すぐーるの積極的活用
・小中高連携

①各たよりの発行（月１回以上）
②小中高の交流回数
　　　　　　　　（年３回以上）
③保護者の学校教育満足度

①１００％
②１００％
③８０％

①１００％
②１００％
③８７％

①１００％
②１００％
③９０.3％

①１００％
②１００％
③１００％

①A
②A
③A

①学校だよりは毎月1回発行できた。
②小中連携校として、毎週水曜日に支援会議等で
ＳＳＲの生徒や気にかかる児童生徒の交流を小中
合同で開催できた。また、卒業生の連携や、入試
に関しての中高連携も実施できた。
③保護者の学校教育満足度が向上した。

①学校だよりは内容の充実を行う。
②小中高の連携を積極的に実施し、中1ギャッ
プの解消や入試関係について理解を深める。ま
た、卒業生も含め、児童生徒理解に努める。
③生徒・保護者・地域の学校への理解を深めら
れるよう、継続した情報発信を行う。

〇

〇情報・課題・目標の共有のため
に、継続した取組をよろしくお願い
します。
〇学校だよりが充実してきていま
す。
〇職員の机上がとても整理されて
いる。

・服務研修の充実（不祥事ゼロ）
・主任主事を中心とする組織的な
学校運営

①服務研修（接遇研修を含む。）
　毎月１回以上
②小中合同の学校経営会議を開
催（月1回）

①１００％

②１００％

①１００％
②１００％

①１００％
②１００％

①１００％
②１００％

①A
②A

①服務研修を月1回以上行うことができた。また、
臨時不祥事防止研修も確実に実施できた。
②小中合同の学校経営会議を月1回開催し、小中
連携校として研究大会等の研修内容の打ち合わ
せや各行事の実施案の検討等を重ねることで、ス
ムーズな学校運営をすることができた。

①服務研修の内容を充実させ、教職員も一人
一人が「自分事として捉える」姿勢で研修に臨
む。また、定期的に不祥事チェックリストの実施
をする等、不祥事防止の意識を高める。また、
月１回の整理整頓日の徹底を図る。

〇
〇服務研修をさらに充実させて下
さい。

働
き
方
改
革

教育の質の向
上を図るため
の環境づくり教
育の質の向上
を図るための
環境づくり

　「指針」に
基づいた学
校の取組を
推進

・上限目安時間の管理（45時間/
月）
・週1回の定時退校日の徹底
・組織的・計画的な学校運営によ
る効率化

①月の時間外在校等時間を４５
時間以内

①１００％ ①６３％ ①６８％ ①６８％ ①C

教職員16名の4月から1月末までの在校時間45時
間以内の割合が６８％であった。昨年度末が５０％
であったので、時間外勤務が減少していることが
成果である。しかし、目標値100％に対しての評価
としてはＣであった。

・部活動指導体制の見直しと、互いの勤務時間
を意識した声かけを行い、限られた時間の中で
業務をおこなう意識を高める。
・準衛生委員会を実施し、教職員の時間外勤務
時間と、健康状態についての現状把握をおこな
い、今後の働き方を考える。

〇
〇中学校は、部活動との両立が
課題ですね。
〇お疲れ様です。

信
頼
さ
れ
る
学
校

 開かれた学
校づくりと教
職員の資質
向上

・個別最適な
学びに向け
た授業改善
・選択肢と自
己決定
・学習者用
情報端末の
活用による
授業改善

健
や
か
な
体

確
か
な
学
力

　小中連携
教育の成果
が保護者・
地域に伝わ
るための情
報発信

体力向上と
健康教育の
推進

c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

・新体力テス
トの分析に
よる重点課
題の克服
・食育の推
進

主体的・対
話的・深い
学びの創造

ａ　学校教育目標 　ふるさとを愛し、鍛えよ『知・徳・体』
ｂ　経営理念

ミッション・ビジョン

・個別最適な学びの実践
・学習者用情報端末活用による積
極的な授業改善
・学力分析に基づく学力向上の取
組
（学び直しの場の設定、小中連携
による授業研究）
・共に学ぶ集団づくり

令和５年度　　学校評価表

評価計画

ｅ　目標達成のための方策 ｇ　目標値ｆ　評価項目・指標 コメント
ｋ

結果と課題の分析

校番（　中29）

自己評価 l  学校関係者評価

【ミッション】（自校の使命）
　　　・社会のために役立とうとする志を抱く生徒の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　　　・主体的な学びが育まれる学校　　　・夢や志があり、誰もが通ってみたい学校　　　・地域の活力の源として、信頼される学校

（　中間 ・ 最終　）

ｉ
達成度

ｊ
評価

改善方策
評 価

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。

ハ：分からない。


